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Ｑ

岩
代
の
観
光
資
源
と
は
？

岩
代
の
観
光
資
源
と
い
え
ば
「
合

戦
場
の
し
だ
れ
桜
」
が
一
番
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
私
が
岩
代
観
光
協
会
の

会
長
職
を
引
き
継
い
だ
の
が
平
成
二

十
一
年
。
合
戦
場
の
し
だ
れ
桜
が
各

種
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
、
観
光
客

が
増
え
て
き
た
時
期
で
し
た
。
最
も

多
か
っ
た
年
に
は
年
間
約
十
万
人
の

来
訪
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
何
年
か
経
て
徐
々
に
盛
り
返
し

て
き
た
か
な
と
い
う
頃
に
、
今
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
観
光
バ
ス

で
の
来
訪
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
昨

年
は
家
族
や
友
人
と
訪
れ
る
人
が
増

え
て
、
少
し
ず
つ
元
の
賑
わ
い
が
戻

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ｑ

そ
の
他
の
岩
代
の
魅
力
と
は
？

桜
以
外
に
も
杉
沢
の
大
杉
、
東
禅

寺
の
夫
婦
杉
、
片
倉
の
梨
の
木
を
は

じ
め
、
岩
代
に
は
全
国
に
誇
れ
る
自

然
遺
産
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
浜
に
は
若
き
伊
達
政
宗

と
父
輝
宗
が
居
城
し
た
小
浜
城
と
宮

森
城
が
あ
り
、
宮
森
城
は
歴
史
的
事

件
「
粟
ノ
巣
の
変
」
の
発
端
と
な
っ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
百

目
木
は
近
世
に
宿
駅
と
し
て
栄
え
、

絵
師
の
安
藤
広
重
が
滞
在
し
「
陸
奥

※市ウエブサイトではカラー刷「かわら版」を掲載中です。「二本松市 集落支援員便り」と検索ください。

切
な
役
割
の
一
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

未
来
へ
の
抱
負
や
夢
は
？

私
の
愛
読
書
の
一
つ
に
『
未
来
の

年
表
』
（
河
合
雅
司
著
、
講
談
社
刊
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
の
中
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
は
、
岩
代
に
お
い
て
も
避
け
ら
れ

な
い
課
題
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

未
来
に
希
望
が
も
て
な
い
か
と
い
う

と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
今
、
自

然
回
帰
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
地
方
や

自
然
の
中
で
過
ご
す
こ
と
の
価
値
を

見
直
す
人
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
代
の
動
き
の
中
で
、
希
望
を

胸
に
岩
代
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩代観光協会・新規会員 募集中！

岩代観光協会では新規会員を募集しています。ち
なみに現在の会員数は１７９名。会費は桜祭りやイ
ベント、広告料等に活用しています。一人一人の力
はわずかでも人数が集まれば大きな力になります。
岩代の明るい未来のために、観光協会へのご協力を
お願いいたします。

★個人会員 年会費 １口 １,０００円 ～
会費を納入いただいた方には、道の駅「さくらの

郷」の“ごんぼコロッケ2個”引換券（260円相当）を
進呈します。新規会員には岩代のオリジナルミニバ
ッグもプレゼントします（※法人会員制度もありま
すので、興味のある方はお問い合わせください）。

☎0243－65－2803
(岩代支所地域振興課)

小
浜
で
木
材
加
工
業
を
営
み
、
岩

代
観
光
協
会
の
会
長
を
務
め
る
三
浦

勝
眞
さ
ん
。
観
光
協
会
の
ほ
か
に
も

数
種
類
の
団
体
の
顧
問
や
会
長
を
務

め
る
三
浦
さ
ん
に
、
岩
代
へ
の
思
い

や
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
抱
負
等
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

安
達
百
目
木
駅
八
景
図
」
を
描
い
た

場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に

特
徴
が
あ
り
、
文
人
や
郷
土
の
偉
人

を
育
ん
だ
風
土
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
歴
史
的
・
人
的
遺
産
や

自
然
遺
産
を
掘
り
起
こ
し
て
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
も
観
光
協
会
の
大

▶ごんぼコロッケとの引換
以外にも、「さくらの郷」
の金券として使用できます。

「
十
年
後
、
二
十
年
後
を
見

据
え
な
が
ら
、
希
望
を
も
っ

て
岩
代
の
歴
史
的
遺
産
や
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
」

～
三
浦
勝
眞
さ
ん
～

▲光に彩られた合戦場のしだれ桜

★岩代の未来のために★
一人一人の支えが大きな力です

▲「平成28年には合戦場に大型バスが320台訪れました。
全国に誇れる観光資源があることを知ってほしいです」
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今
ま
で
紹
介
し
た
奥
州
西
海
道
の

他
に
も
浜
か
ら
の
道
に
は
小
高
・
南

津
島
・
田
沢
・
百
目
木
経
由
三
春
相

馬
海
道
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
旧
岩

代
町
を
通
っ
た
「
塩
の
道
」
で
あ
る
。

奥
州
探
題
が
置
か
れ
、
東
安
達
の

中
心
と
し
て
、
塩
の
道
の
交
通
の
要

衝
、
蚕
、
絹
な
ど
の
流
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
て
い
た
小
浜
で
あ
る
が
、

昭
和
四
年
か
ら
の
世
界
大
恐
慌
に
よ

り
養
蚕
や
製
糸
業
が
大
打
撃
を
受
け
、

さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
、
小
浜
町
大
火

（
小
浜
市
街
地
の
大
半
が
焼
失
し
た
）

に
よ
り
交
通
・
商
業
の
要
衝
と
し
て

の
役
割
が
変
化
し
、
さ
ら
に
、
産
業

構
造
が
農
業
か
ら
工
業
へ
と
変
化
、

大
量
輸
送
・
高
速
輸
送
の
時
代
に
変

わ
り
、
鉄
道
、
国
道
や
高
速
道
路
の

整
備
な
ど
、
新
た
な
交
通
網
が
整
備

さ
れ
、
鉄
道
沿
線
へ
人
口
、
産
業
基

盤
が
集
中
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

「
小
浜
の
町
に
帯
買
い
に
」
と
歌
わ

れ
た
小
浜
の
町
は
衰
退
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
は
め
ぐ
る
の
で
あ

る
。

※

小
浜
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
大
変
残

念
な
の
は
、
小
浜
町
大
火
に
よ
り
貴
重

な
歴
史
的
資
料
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

塩
の
道
の
新
発
見
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
の
に…

。

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

～
「
塩
の
道
」
⑦
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⑮

～
杉
沢
・
三
渡
神
社

◇紹介してくれた方◇

三渡神社・総代
佐藤清一さん

三
渡
神
社
は
八
〇
六
年
、
菅
野
沢

村
の
開
村
の
際
に
鎮
守
と
し
て
祀
ら

れ
た
と
い
わ

れ
、
記
録
に

残
る
な
か
で

は
岩
代
地
域

で
最
も
古
い

神
社
と
さ
れ

ま
す
。

祭
神
は
天

之
水
分
神
・

天
之
村
雲
神

・
国
之
水
分
神
の
三
神
で
す
が
、
地

元
で
は
主
に
水
の
神
様
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

私
が
幼
い
頃
の
神
社
の
思
い
出
は
、

秋
祭
り
の
賑
や
か
な
光
景
で
す
。
色

々
な
出
店
が
並
び
、
人
出
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
子
ど
も
心
に
わ
く
わ
く
し

た
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。
ま
た
、
太
々

神
楽
の
多
様
性
と
神
秘
に
魅
せ
ら
れ
、

神
話
の
世
界
観
に
触
れ
た
の
も
、
こ

の
祭
り
で
し
た
。

そ
ん
な
自

分
が
成
長
し

て
舞
手
と
な

り
、
す
で
に

四
十
八
年
が

過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
三
十

種
類
以
上
あ

る
舞
の
振
り
付
け
を
全
部
覚
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
杉
沢
の
伝
統

芸
能
で
す
の
で
体
力
の
続
く
限
り
踊

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
ほ
ど
太
々
神
楽

の
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
年
の
十
一
月
三
日
に
は
祭
り
が
行

わ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

今年も「さくらの郷」名物、寒ざら
しそばの仕込みが始まりました。日山
から流れる冷たい川の水に1週間程浸し
たそばの実ですが、乾燥させる過程で
凍ったり溶けたりしながら甘みと風味
が増すといわれています。
そば祭りは下記日程で開催します。

＜開催日＞3月12日(土)・13日(日)
＜時間＞10時～15時頃まで
＜問い合わせ先＞「さくらの郷」

☎６８－４７７０
※両日とも、そばがなくなり次第、終
了となります。

さくらの郷の恒例行事

＜寒ざらしそば祭り＞岩
代
を
愛
す
る
人
が
お
す
す
め
す

る
地
元
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

十
五
回
目
は
、
杉
沢
の
三
渡
神
社
・

総
代
、
佐
藤
清
一
さ
ん
で
す
。

▲石造りの鳥居と3層の石段が美しい三渡神社

「さくらの郷で
そばカフェタイムを

始めます！」「祭りの日は三渡神社に
て愛宕神社の三匹獅子の
舞の奉納も行われます。
見学においでください」

▲春には鳥居脇の参宮桜が咲き誇る

▲太々神楽の舞台、神楽殿

▲均一にそばの実をかき混ぜて乾燥させる

★カフェメニュー

＊そば茶
＊そばの実汁粉
★３月中旬～４月頃
★曜日限定：
午後2時～4時頃

※詳細については、上記「さくらの郷」・地域
おこし協力隊 内山隊員までお問合せください！

※市ウエブサイトではカラー刷「かわら版」を掲載中です。「二本松市 集落支援員便り」と検索ください。


